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.泌尿紀要11巻6号.

.昭 和40年6月

尿路感染症 に対す るUrobioticの 臨床効果

岩手医科大学皮膚科泌尿器科教室(主 任:伊 崎正勝教授)

助教授 大 堀 勉

講 師 小 柴 健

助 手 神 崎 政 裕

助 手 後 藤 康 文

助 手 村 本 俊 一

  CLINICAL EFFECT OF "UROBIOTIC" FOR THE TREATMENT 

            OF URINARY TRACT INFECTIONS 

              Tsutomu OHORI, Ken  KOSHIBA, Masahiro KANZAKI, 

                Yasubumi  Gam and Toshikazu MURAMOTO 

          From the Dept. of Dermatology and Urology, Iwate Medical College 

                           (Director  : Prof. M. Izaki) 

   "Urobiotic" is a combination of antibiotic (oxytetracycline  HC1) , chemotherapeutic (sulfa-

methizole) and analgesic (phenazopyridine HC1) agents designed specifically for urinary 

tract infections. 

   Twenty patients with various urinary tract infections were treated with "Urobiotic" in 

this study. The dosages were 1 capsule 4 times daily in 8 cases and 2 capsules 4 times 

daily in the remaining 12 cases, both of which continued for 5 to 7 days. 

   The effects thus attained are summarized as follows  : 

   In patients with acute cystitis,  "Urobiotic" was noted to be effective in 4 out of 5 cases 

in which 4 capsules daily were given, and in all of 6 cases in which the dosage was 8 cap-

sules daily. 

   In chronic urinary infections, consisting of 6 cases of chronic cystitis and 3 cases of 

chronic pyelonephritis,  "Urobiotic" was noted to be not effective in all of 3 cases in which 

the dosage was 4 capsules daily, but effective in 4 out of 6 cases in which 8 capsules daily 

were given. 

   As side effects, mild gastric discomfort was noted in only 1 patient who was given 8 

capsules daily. 

   In conclusion, "Urobiotic" was believed to be an effective remedy not only for acute 

cystitis, but also for chronic urinary tract infections. Dosage recommended is 8 capsules 

daily.

1緒 言

Urobioticは,そ の名称からも推測する事が

出来 るごとく,特 に尿路感染症の治療の目的で

作 られた薬剤であり,抗 生物質,化 学療法剤お

よび尿路鎮痛剤の三者を適量に配合 したもので

ある.本 薬剤は米国P丘zerLaboratoriesで 開

発 され,1959年 頃 より臨床的 に使用 されてい る

もので あるが,今 回,我 々は,台 糖 ファイザー

株式会社 よ り本薬剤 の提供を受け,岩 手医大泌

尿器科を訪れた諸種 の尿路感染症例に対 して使

用す る機会を得たので,そ の臨床成績を とりま
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とめて報告す る.

大堀他一尿路感染症に対するUrobioticの 臨床効果

IE組 成並びに本剤の特徴

Urobio.tic1カ プ セル 中 に 含有 され て い る薬 剤 の 組

成 は 下 記 の 如 くで あ る.

OxytetracyclineHCl

GlucosamineHCl

Sulfamethizole

PhenazopyridineHC1

125rng

125mg

250mg

50mg

IV臨 床 成 績

我々は20例 の諸種尿路感染症患者に対 してUrobio-

ticに よる治療を行なつたが,そ の疾患別の うちわけ

は衷1に 示すごとくで,急 性膀胱炎が11例(女9例,

表1疾 患別症例数

OxytetracyclineHC1はTerramycinと してす

でに広 く使用されている抗生物質であ り,そ の効果

も,広 範囲で,グ ラム陽性菌,陰 性菌のみならず,リ

ケッチャ,ス ピロへ一タや大型のヴィールスなどにも

有効である事が臨床上証明されている.ま た,本 剤は

経口摂取でよく吸収され,副 作用 も少な く,血 中,尿

中のみならず,組 織内でも高い有効濃度を示すので,

腎孟腎炎の様な腎組織内感染の場合にも優れた治療効

果が期待出来る.

G工ucosamineHC1はOxytetracyclineの 吸収を

良 くするための 添加剤で あ り,従 つて 血中濃度を高

め,ま た,尿 中濃度をも高める作用が期待出来る.

Sulfamethizoleは,グ ラム陽性菌,陰 性菌の多数

に有効な化学療法剤 として本邦でも広 く使用されてい

るものであるが,本 剤は水溶性が良く吸収も良好であ

り,し かも急速に腎から排泄されるので高い尿中排泄

濃度を示し,特 に尿路感染症の治療に有用である.

Phenazopyridineは アゾ色素系の薬剤で,尿 路鎮

痛剤としてすでに広 く使用されてお り,経 口摂取後,

急速に尿中に排泄され,速 やかに排尿痛などの尿路症

状を緩解する作用を持つている.

Urobioticは 上述の各薬剤の混合剤で,高 い組織内

有効濃度,高 い尿中排泄濃度,急 速な尿路症状緩解作

用の三者を兼ねそなえたものである.

疾 患 名

急 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎(
尿道狭窄を伴なつた)

慢 性 腎 孟 腎 炎

計

女 性

9

5

0

2

16

男 性

2

0

1

1

計

11

5

1

3

4 20

IH投 与 量

PfizerLaboratoriesの 指針によれば,Urobiotic

の投与量は,成 人の場合で,1日4～8カ プセルを4

回に分服する事とし,小 児の場合には,体 重60ポ ン ド

(約27kg)以 内の場合には1日3カ プセルを3回 分

服,そ れ以上100ポ ソ ド(約45kg)以 内の場合には1

日4カ プセルを4回 分服させる事とし,少 な くとも7

日閥以上の投与を行なうべきであるとしている.

我 々の症例は,凡 て成人に限られてお り,試 みに,

1日4カ プセル(8例)と8カ プセル(12例)と の2

群に分けて投与し,投 与期間は原則として7日 間とし

たが,症 例によつては5日 間の投与にとどまつたもの

もある,

男2例)と 過半数を占めてお り,残 りは慢性尿路感染

症と分類されるもので,慢 性膀胱炎5例,慢 性腎孟腎

炎3例,尿 道狭窄を伴なつた慢性尿道膀胱炎1例 の計

9例 であつた.

治療効果の判定に関しては,Urobiotic投 与により

臨床症状消失し,尿 培養により菌陰性 となつたものを

著効,菌 陰性とはならないが菌や膿球の減少および臨

床症状の緩解をみたものを有効,何 ら効果を認めなか

つたものを無効と3群 に分けた。

Urobioticを1日4カ プセルの投与を行なつた8例

の尿所見,臨 床症状の概略は表2に 示すごとくで,8

ヵプセルの投与を行なつた12例 に関しては表3に 示す

ごとくである.

その うち急性膀胱炎に対する治療効果を見ると,1

日4カ プセル投与の5例 では,著 効2例,有 効2例

と,合 計80%に 治療効果を認めているが,8カ プセル

投与群では更にその成績は良 く,6例 中,著 効4例,

有効2例 と合計して100%の 治療効果が得られた.

次に 慢性尿路感染症々例に 対する治療効果を見る

と,1日4カ プセル投与の3例 では,全 例に効果を認

めなかつたが,8カ プセルの投与を 行なつた6例 で

は,著 効1例(17%),有 効3例(50%)と,合 計し

て2/3の 症例に治療効果が得られた(表4).

以上の成績からいえる事は,一 般に,1日4カ プセ

ルの投与よりも8カ プセルの投与を行なつた症例の方

が明らかに成績がよいので,支 障のない限り1日8カ

プセルの投与を行なうべきであろ うという事であり,

また8カ プセルの投与を行なえば,一 般に難治とされ

ている慢性尿路感染症に対してもかな りの効果が期待

し得るといえよう.
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表2Urobiotic4カ プセル/日 投与例(8例)
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症 例

1原

2遠0

3菊0

4木 ○
ノ

5菊0

6前0

7川0

8i釜 ○

年

令

41

37

28

39

32

29

25

18

性1診1断 名

♀

♀

♀

♀

δ

♀

♀

♀

急 性 膀 胱 炎

急 性 膀 胱 炎

急 性 膀 胱 炎

急 性 膀 胱 炎

急 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎

慢性腎孟腎炎

慢性腎孟腎炎
(左尿管切石術)

投
与
日
数

7

7

7

7

7

7

5

7

検 出 菌

E.Coli

E.Coli

E,Coli

Co苅ynebacte-

rlum

Staphylococcus

epidermidis

Pseudomonas

Proteus

E.Co工i

Klebsiella

E.Coli

尿培養

前i後

十

帯

十

帯

十

十

冊

尿膿球

司 後

十

十

冊

十

十

十

頻 尿

前 後

十

十

十

十

十

十

十

十

排尿痛

前 後

十

十

十

十

十 十

効果

有効

無効

著効

有効

著効

無効

無効

無効

副作用

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

表3Urobiotic8カ プセ ル/日 投 与 例(12例)

症 例

1佐0

2小 ○原

3浅0

4照0

5本0

6中0

7伊0

8相0

9山 ○

正O前0

11服0

12田 ○

年

令
性

21

51

61

25

32

34

33

65

40

29

36

32

♀

♀

6

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

6

♂

診 断 名

急 性 膀 胱 炎

急 性 膀 胱 炎

急 性 膀 胱 炎

急 性 膀 胱 炎

急 性 膀 胱 炎

急 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎

腎痩を伴 な う
左慢性腎孟腎炎
尿道狭窄を伴なう慢
性尿道膀胱炎

投
与
日
数

5

5

7

7

5

5

5

7

7

5

7

7

検 出 菌

Klebsiella

E.Coli

E.Coli

E.Coli

Klebsiella

E.Coli

Enterococcus
E.Coli

E,Coli

Klebsiella

Proteus
Pseudomonas

Pseudomonas

Klebsiella

尿培養1尿 縢

前i後

十

十

十

訓 後

十

十

十

十

十

十

十

十

十

頻 尿

前i後

十

十

帯

十

十

十

帯

十

十

十

十

排尿痛

訓 後

十

十

十

十

十

十

効果

著効

著効

有効

著効

有効

著効

著効

有効

有効

有効

無効

無効

副作用

ナシ

ナシ

ナシ

ナシ

ナシ

ナシ

胃 部
不快感

ナシ

ナシ

ナシ

ナシ

ナ シ

表4諸 種尿路感染症に対するUrobiotic使 用成績

疾 患

急 性 膀 胱 炎

慢性 尿路 感染 症

1日 投 与 量

4カ プセ ル

8カ プ セル

4カ プ セル

8カ プ セ ル

計

例 数

5

6

3

6

20

著 効

2(40%)

4(67%)

0

1(17%)

7(35%)

有 効

2(40%)

2(33%)

0

3(50%)

7(35%)

無 効

1(20%)

0

3(100%)

2(33%)

6(30%)
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一方 ,以 上の各症例の尿中から検出した菌種別に治

療効果をみると,Escherichia,Staphylococcus,

Enterococcusお よびKlebsiellaに は 概して有効で

あ り,Pseudomonas,Proteusに 対しては多 くは期

待出来ないが,症 例によつてはある程度の効果は期待

し得るといえよう.

副作用としては,1日8カ プセルの投与を行なつた

ものの1例 に軽度の胃部不快感を訴えたものがあつた

のみで,そ れ も投与終了後すみやかに消失した.そ の

他には特に副作用として認められたものはなく,本 剤

は比較的副作用の少ない薬剤であるといえよう.

V考 按

少 ない治験例数 ではあるが,我 々の得 た成績

か ら見て もUrobioticは 尿 路感染症 に対 して広

く有 用であ るといえ よう.か つ,尿 路鎮痛剤 を

含有 してい るためか,急 性膀胱炎 の症例 では早

い ものは服 用を開始 してか らわず か数時 間で著

明な症状 の緩解 を見 た報告例 も少 な くない.

外 国 文 献 で の 本剤 の 治 験 成績を 見 る と,

Lally(1959)は,29例 の 急性尿路感染症 の治

験 で治癒26例,改 善2例,無 効1例 の好成績 を

得 てお り,11例 の 慢性尿路感染症で は 治癒2

例,改 善6例,無 効2例 で,全 例(40例)の29

例(72%)に 治 癒 を見,無 効 の ものは3例(8

%)に す ぎ なかつた と報告 してい る.Naga・

matsu(1959)の 報 告では,急 性尿路感染症25

例 中,治 癒17例,改 善4例,無 効4例 で,慢 性

尿路感染 症の42例 では,治 癒14例,改 善24例,

無効4例 で,全 例(67例)の31例(46%)に 治

癒,28例(42%)に 改 善 を見,無 効 の ものは8

例(12%)に す ぎなかつた と報告 してい る.ま

たValdes(1959)は,急 性 お よび慢性尿路感

染症 を含 めた37例 中の31例 に好結果 を得 た と報

告 してい る.以 上 の報告例 を見 て も,Urobiotic

は,諸 種 の尿 路感染症 に対 して広 く有効 な薬剤

であ るといえ よう

本 剤の副作 用 または毒性 に関 しては,我 々の

経験 例で も1例(5%)に 胃部 不快 感を訴 えた

ものがあつたのみであつたが,ス ル フォ ンア ミ

ド剤 を含有 してい る関係上,慢 性 糸球体 腎炎,

肝 炎,肝 機能 不全,尿 毒症 または閉塞性尿路障

碍 のある場合 には本 剤 の使用 はさ しひかえ るの

が安全 であろ う.ま た,本 剤 に よるア レルギー

反応や特異体質 に よる反応 は,極 く稀 に しか起

らない と いわれ るが,そ の 徴候 の ある 場合に

は,早 急に 投与を 中止 すべ きで ある.な お,

PfizerLaboratoriesの 本 剤使用指針 に よれ ば,

Oxy,tetracyclineは,骨 形成組織に 安定性 の

Calciumcomplexを 形 成す る 可能性が あ り,

これ は,人 体 には何 ら有害 な もので はないが,

妊 娠末期,新 生児期 または幼児期 の様 な歯 の発

育期 に使 用す ると,歯 が灰褐色 に変色す る事が

あ り,こ れ は,通 常,長 期使用 に際 して見 られ

るものであるが,時 には通常量 の短期使用 に際

して も起 る場合 があ るので注意 を要す る とのべ

ている.

V正 結 語

1)急 性膀胱炎11例,慢 性尿路感染症9例 の

計20例 にUrobioticに よる治療を行なつた.

うち8例 には1日4カ プセル,残 りの12例 には

1日8カ プセルを,5～7日 間にわたつて経ロ

投与 した.

2)急 性膀胱炎では,1日4カ プセルの投与

を行なつた5例 中4例(80%),1日8カ プセ

ルの投与を行なつた6例 中6例(100%)に 治

療効果を認めた.

3)慢 性尿路感染症では,1日4カ プセルの

投与を 行なつた3例 は いずれも無効であつた

が,1日8カ プセルの投与を行なつた6例 では

4例(67%)に 治療効果を認めた.

4)副 作用は殆んどな く,1例 に軽度の胃部

不快感を認めたのみであつた.

以上の成績からみて,本 剤は急性膀胱炎のみ

ならず,慢 性尿路感染症に対 しても高率に有効

であり,特 に1日8カ プセルの投与の場合にそ

の効果は顕著であり,本 剤は優れた尿路感染症

治療剤であると考える.

(1965年4月5日 特別掲載受付)




